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生家で家主主とくつろぐシム ・サレッ ト{右筆)φ子どBも篇事育吉、夫 併巧電9と平認な日々 を去るが、
つらい記憲が".oeから消えることはない.ポル・ポト時代の体験は骨でも衣装と藍すことがよくあるという

日多民、主』
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こす性犯罪被害掘り起
ポ
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・
ポ
ト
時
代
に
出
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レ
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怯
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ら
位
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を
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き
思
る
中
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冨
須
契
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を
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冒
番
の
置
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和
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げ
る
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な
置
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い
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掠
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日伽月

一-

つJとも.iEuへのこだわりと怒りが原働力だ.急王室な経済発展を遂げ

るカンボジアの首都、プノンベンは豪事なピルの建設ラッジュで、日本

企業の腸らも高い.だが、町には路上生活者があふ才1、鰻村gの貧困は

深刻.遺伝伐録などの環境磁昔置が先住民の寄らしを働かす.蓄やかなネ

才ンサインに目をくらまされるととなく、弱者の姿を見つめ、声なき声

を速くこと.それは記者にとっても震安なことだと、あらためて感じた，

f敬称~)

戸なき声ひろう

f声を上げられずにいる人の声に胞かが耳を傾け、'!I!O下げていかな

いと弱者はいつまでも顎われないlと中川は2う.rIE..;重なんて冨棄は
あまり使いたくない回ど、 E遣は大切.性犯"の加害者にも震が立つけ
ど、百置管2琶なのに自分を貨めて位き蜜入りをする女性にはもっと腫が立

園者ノート次
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ほ
ロ
自
に
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裂
し
ま
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